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研究成果の概要（和文）：本研究は，成人型アトピー性皮膚炎患者の痒みに対する不安軽減のためのプログラムを開発
し，その効果について検証することを目的とした。プログラム開発のための事前調査から，成人型アトピー性皮膚炎患
者の不安タイプは3タイプに分類されることが明らかになったと同じに，一般成人と比較して抱える不安特徴は多いこ
とが明らかとなった。そこで，これらの要因を取り入れた痒みに対する不安軽減プログラムを開発し，成人型アトピー
性皮膚炎患者を対象に実施した。プログラムの効果を質問紙で検証した結果，痒みに対する不安の軽減および健康関連
QOL向上に効果のある可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop the program for the adult atopic 
dermatitis patient’s “anxiety to itch” reduction, and to have verified the effect. From the result of 
a prior study for the program development, it was clarified that adult atopic dermatitis patient’s 
anxiety was classified into three types. And, it was shown that adult atopic dermatitis patients had 
anxiety more than healthy adults. Then, a program adopting the above factors was developed for “anxiety 
to itch” reduction program and was implemented for adult atopic dermatitis patients. Having verified the 
effect of the program by another set of questionnaires, the possibility was suggested that the program 
was effective in reducing “anxiety to itch” and increase health related QOL.

研究分野： 臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
 成人期のアトピー性皮膚炎患者（Atopic 
Dermatitis: AD）への治療は薬物治療，スキン
ケア，心身医学的治療の 3 つの柱が重要であ
るとされているが，心身医学的治療である心
理面への介入方法については十分に検討さ
れていない状況にある。その背景に，これま
での研究では，成人型 AD 患者は心理的な問
題を抱えているといった訴えがなされるの
みであり，それらに対応する具体的な方法に
ついて検討される機会がほとんどなかった
ことがあげられる。また，すでに成人型 AD
患者へ心理的プログラムは実施されてきて
いるが，ターゲットとなる心理的問題に一貫
性がないため（Chida, Steptoe, Hirakawa, Sudo, 
& Kubo, 2007），エビデンスの蓄積が十分でな
いといった問題点も存在している。さらに，
ターゲットとなる心理的問題に一貫性がな
いことは，用いられる方法にも一貫性をもた
らさないといった二次的な問題も発生させ
ている。 
 以上の問題点から，成人型 AD 患者へ十分
な心理的プログラムを提供するためには，タ
ーゲットとなる心理的問題を明確にするこ
と，そしてそのターゲットとなる問題へのプ
ログラムの開発および効果検証が必要であ
るといえる。 
 
２．研究の目的 
 成人型 AD 患者の「痒みに対する不安」を
軽減させるためのプログラムを構築し，その
効果について検討することを目的とした。具
体的には，研究 1：介入プログラム構築のた
め，成人型 AD 患者が抱える不安の構成要素
について明らかにすること，研究 2：研究 1
で明らかとなった成人型 AD 患者の不安特徴
から「痒みに対する不安軽減プログラム」を
構築および実施し，その効果を検証すること，
の 2 点であった。 
 
３．研究の方法 
研究 1 痒みに対する不安軽減プログラムの

開発 
皮膚科外来に通院する成人型 AD 患者 37 名
と一般企業に勤務し身体的・精神的な疾患を
抱えていない 46 名を対象に，主として不安
を尋ねる質問紙に回答してもらった。その結
果から明らかとなった痒みに対する不安軽
減に関わる要因から構成されるプログラム
が開発された。なお，対象者は皮膚科担当医
から研究についての説明を受け，同意が得ら
れた者のみとなっている。 
 
研究 2 痒みに対する不安軽減プログラムの

効果の検証 
皮膚科に教育入院形式で入院している成人
型AD患者20名を対象にプログラムを実施し
た。20 名中 2 名はドロップアウトしたことか
ら，最終的に介入群 9 名，統制群 9 名の計 18
名が対象となった。プログラムは報告者が講

師となり，講義と実践から構成され，1 回 60
分，全 3 回，第一週目火曜日・木曜日・金曜
日に実施された。実施期間は，平成 26 年 2
月～平成 27 年 3 月であった。なお，対象者
は担当医から研究に対する説明を受け，同意
が得られた者のみとなっている。 
 
４．研究成果 
研究 1 痒みに対する不安軽減プログラムの

開発 
 成人型 AD 患者および一般成人を対象とし
た調査から，成人型 AD 患者が抱える不安は
3 つのタイプに分類可能であることが明らか
となった（Fig. 1）。一つ目のタイプは，すべ
ての不安得点が低い低不安タイプであり，二
つ目のタイプはすべての不安得点が高い高
不安タイプ，三つ目のタイプは身体に関わる
不安得点のみが高い身体高不安タイプの 3 タ
イプであった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1 不安の分類結果 
 
それぞれの不安タイプに属する成人型 AD

患者について検討行った結果，低不安には 6
名，高不安には 17 名，身体高不安には 14 名
が属することが明らかとなった（Table 1）。 
 
Table 1 不安の分類 
 
 
 
 
 
以上の結果から，成人型 AD 患者に対する

プログラム開発の要素として，不安について
知ることとその不安を上手に対処するため
の方法を身に着けることの 2 つが重要である
ことが示された。 
そこで，研究 1 では Table 2 に示すプログ

ラムの開発を行った。初回は，心理教育とし
て成人型 AD 患者が抱える不安（痒みに対す
る不安およびその他）について理解するため
の内容から構成されている。2 回目および 3
回目は，痒みに対する不安を含む不安を上手
に対処するための方略としてディストラク
ションの説明および実践，リラクセーション
法（漸進的筋弛緩法）の説明および実践から

一般成人
軽症

AD患者
中等症

AD患者
重症

AD患者

低不安 36 1 2 3

高不安 9 7 5 5

身高不安 1 2 6 6



構成されている。 
 
Table 2 プログラム内容 

テーマ 主な内容 

ア
ト
ピ
ー
性 

皮
膚
炎
と
は 

①アトピー性皮膚炎についての基
本的知識についての復習 

②アトピー性皮膚炎患者が抱える
不安についての説明 

※不安は状態不安・特性不安・不
安感受性・痒みに対する不安 

対
処
方
法
の
獲
得
（
１
） 

デ
ィ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

①不安などのストレスを感じた後
の対処方略使用の意義について
説明する 

②対処方略の１つであるディスト
ラションについて説明する 

③ディストラクションの効果を理
解するため，実験的に実施する 

対
処
方
法
の
獲
得
（
２
） 

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン 

①２回目と同様に，対処方略の１
つであるリラクセーション法につ
いて説明する 
②リラクセーション法（漸進的筋
弛緩法）の練習を行う 

②リラクセーション法の効果を理
解するため，実験的に実施する 

 
研究 2 痒みに対する不安軽減プログラムの

効果の検証 
平成 26 年から平成 27 年にかけて，教育入

院形式で皮膚科病棟に入院している成人型
AD 患者 9 名（男性 4 名，女性 5 名））を対象
として痒みに対する不安軽減プログラムを
実施した。なお，同様の形式で入院している
患者 9 名（男性 4 名，女性 5 名）を統制群と
した。実施形式は毎回講師 1 名，参加者 2－3
名であった。 
まず，プログラム実施群と統制群の特性の

等質性を確認するため年齢，罹患期間，現在
の治療の満足度について t 検定を実施した。
その結果，いずれも有意差は認められなかっ
た（年齢：t(16)=1.40, n.s., 罹患期間：t(15)=1.40, 
n.s. 治療満足度：t(16)=.71, n.s.）。また，発症
時期（子どもの頃から続いている，一度よく
なったが 13 歳以降に再発した，13 歳以降に
初めて発症した）についても比較を行ったが，
プログラム実施群と統制群の間に有意な差
はなかった（χ2(2)=2.25, n.s.）。 
続いて，プログラム実施群と統制群の不安

特性についてプログラム実施前の状態が等
質であるか比較するため t 検定を実施した。
なお，プログラム実施群および統制群は，プ
ログラム開始前と終了時に痒みに対する不
安，痒みに対する不安を感じた際の掻いてい
る強度と時間，状態不安，特性不安，不安感
受性，健康関連 QOL を尋ねる質問紙に回答
が求められている。分析の結果，プログラム

実施前の特性においては，すべて有意差は認
められなかった（痒みに対する不安：t(16)=.07, 
n.s.，掻いている強さ：t(16)=.11, n.s.，掻いて
いる時間：t(16)=.15, n.s.，状態不安：t(16)=2.03, 
n.s.，特性不安：t(16)=..05, n.s.，不安感受性：
t(16)=1.57, n.s.，症状・感情：t(16)=1.03, n.s.，
日常活動：t(16)=.33, n.s.，レジャー：t(16)=.21, 
n.s.，仕事・学校：t(14)=.06, n.s.，人間関係：
t(16)=.74, n.s.，治療：t(14)=.18, n.s.）。 
プログラム実施群と統制群の等質性が確

認されたため，プログラムの実施の効果につ
いて検討を行った。まず，プログラム実施群
では，3 回のプログラム実施前と実施後では，
痒みに対する不安が有意傾向であるものの
減少していた（t(8)=2.30, p=.05）。さらに，状
態不安においても有意な減少が認められた
（t(8)=5.20, p<.01）。また，健康関連 QOL で
は，症状・感情（t(8)=2.53, p<.05），日常活動
（ t(8)=2.77, p<.05），レジャー（ t(8)=2.63, 
p<.05），仕事・学校（t(6)=3.29, p<.05）におい
て有意な得点減少が認められた（Table 3）。 
 
Table 3 実施群における得点の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一方，統制群では健康関連 QOL の症状・

感情（t(8)=3.62, p<.01）と日常活動（t(8)=2.99, 
p<.05）においてのみ得点の有意な減少が認め
られた（Table 4）。 
 
Table 4 統制群における得点の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

痒みに対する不安 59.33 51.78 2.30 †

強度 17.67 14.89 1.00

時間 14.89 12.78 0.77

状態不安 48.78 37.22 5.20 **

特性不安 50.56 45.67 1.27

不安感受性 20.67 19.44 0.97

症状・感情 3.33 2.00 2.53 *

日常活動 2.44 0.78 2.77 *

レジャー 2.00 0.78 2.63 *

仕事・学校 1.14 0.29 3.29 *

人間関係 1.11 0.67 1.51

治療 1.33 0.78 1.89

実施前 実施後 t値

†p <.10, *p <.05, **p <.01

痒みに対する不安 59.78 51.00 1.79
強度 18.22 11.33 2.04
時間 15.56 10.33 1.69
状態不安 43.22 39.33 1.77
特性不安 50.33 46.56 1.77
不安感受性 14.00 14.00 0.00
症状・感情 4.11 1.78 3.62 **
日常活動 2.78 0.44 2.99 *
レジャー 1.78 0.33 1.84
仕事・学校 1.11 0.33 1.79
人間関係 1.89 0.11 2.14
治療 1.44 0.56 2.29 †

実施前 実施後 t値

†p<.10, *p<.05, **p<.01



以上の結果から，本プログラムを実施する
ことにより，成人型 AD 患者が抱える痒みに
対する不安の軽減および健康関連 QOL の向
上に一定の効果がある可能性が示唆されて
た。 
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